
【お客様へのお願い】
・ご入場の際はマスクをご着用の上、入口にてアルコール消毒と検温にご協力下さい。
・37.5℃ 以上の発熱や咳、嘔吐などの症状がある場合、入場をお断りいたします。
・チケットの切り離し部分に、お名前とご連絡先（メールアドレス、または電話番号）をご記入下さい。未記入

の場合は、入場の際に記帳をお願い致します。
※万一、来場者ならびに出演者、スタッフに感染の疑いが生じた場合、所轄の保健所へ来場者情報を提出する

場合がございます。
・当日の社会状況により、使用可能な座席の指定ならびに館内での会話・飲食などの制限を致します。スタッフ

の指示に従って下さい。
・上演中も換気のためにロビーとの扉を開ける場合がございます。外部の音が障りになる場合もございますが、

ご了承下さい。
・上演にあたり、演者も感染予防のための対策を講じますことをご了承下さい。
皆様の健康と安全を第一に考えております。ご不便をおかけすることもございますが、何卒ご理解ご協力を賜り
ますようお願い申し上げます。

お
客
様
各
位

　

昨
年
春
の
活
動
自
粛
要
請
に
よ
り
二
月
に
延
期
公
演
を
行
っ
た

た
め
、
本
年
の
緑
泉
会
は
五
月
の
本
会
が
初
回
と
な
り
、
年
明
け

の
二
月
ま
で
の
四
回
公
演
と
な
り
ま
す
。
本
年
も
何
卒
宜
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

二
月
現
在
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
感
染
は
未
だ
収
束
か
ら
程
遠

い
状
況
で
す
が
、
文
化
芸
術
に
よ
る
心
の
充
実
と
、
能
公
演
に
よ

る
疫
病
平
癒
の
祈
り
の
力
を
信
じ
て
、
私
た
ち
は
可
能
な
限
り
公

演
を
続
け
て
参
り
ま
す
。

※ 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
等
の
感
染
防
止
の
観
点
よ
り
、
今
回
は
、
公
益
社
団
法
人
能

楽
協
会
の
「
能
楽
堂
に
お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
拡
大
予
防
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
」、
な
ら
び
に
公
益
社
団
法
人
全
国
公
立
文
化
施
設
協
会
の
「
劇
場
、
音
楽
堂
等
に

お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
拡
大
予
防
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
に
沿
っ
て
公
演
を

開
催
し
ま
す
。
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「鶴亀」シテ 津村 禮次郎（撮影 前島写真店）

「藤」シテ 鈴木 啓吾（撮影 駒井 壮介）
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五
月
三
十
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日
）
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2021. 
5.30（日）PM1:00（開場 12:00）
喜多六平太記念能楽堂
〒141-0021 品川区上大崎 4-6-9
☎ 03-3491-8813
JR、東急目黒線、地下鉄三田線・南北線の
目黒駅西口より徒歩 7 分
香港園手前の道を左折し約 400m 直進、杉野
学園体育館手前を左に入る。
※ 駐車場がございませんので、お車でのご来場はご遠慮下さい。

入場料
会員券（年4回） 一般 20,000 円 学生 10,000 円
1 回券（当日券） 一般 6,000 円 学生 3,000 円

申込先：各出演能楽師または緑泉会まで
杉澤 　陽子 TEL&FAX 03-6326-6645
津村 禮次郎 TEL 042-386-2131
   FAX 042-386-2132

緑泉会 〒 184-0005　東京都小金井市桜町 2-7-18　　TEL 042-386-2131　FAX 042-386-2132

能楽堂電柱広告

ドレメ女学院

約400m

体育館

←日吉

←品川 山手線

JR・東急目黒線・都営三田線・南北線　目黒駅徒歩7分

東口

西口

権
之
助
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目
黒
通
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）

行
人
坂
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香港園

パークタワー
目黒

東急・地下鉄
目黒駅

喜多六平太
記念能楽堂

能
…
鶴
亀
（
つ
る
か
め
）

　

唐
の
玄
宗
皇
帝
の
宮
殿
の
春
の
節
会
に
百
官
卿
相

が
う
ち
揃
っ
て
の
慶
賀
の
宴
の
有
様
を
舞
台
上
に
再
現

す
る
。

　

舞
台
上
に
後
見
が
大
宮
の
作
り
物
を
引
き
立
て
る

と
、
官
人
（
間
狂
言
）
が
登
場
し
、
皇
帝
の
月
宮
殿

へ
の
御
幸
を
触
れ
、
卿
相
雲
客
に
参
内
を
促
す
。
続

い
て
皇
帝
（
シ
テ
）、
大
臣
（
ワ
キ
）、
従
臣
（
ワ
キ
ツ

レ
）
が
登
場
す
れ
ば
、
宴
の
席
と
な
り
、
臣
下
の
君

を
拝
す
る
声
は
天
に
響
く
。
壮
麗
な
宮
殿
の
庭
に
は

長
寿
の
象
徴
と
し
て
の
鶴
と
亀
が
飼
わ
れ
て
い
て
、
天

上
界
の
蓬
莱
山
の
よ
う
だ
。
大
臣
の
勧
め
に
よ
っ
て
鶴

と
亀
（
の
役
を
担
っ
た
楽
人
）
が
舞
い
、
そ
れ
に
続
け

て
皇
帝
が
舞
う
。
荘
重
な
楽
の
舞
は
四
季
の
美
し
さ

を
現
出
し
、
雲
客
の
唱
和
が
霓
裳
羽
衣
の
曲
と
な
れ

ば
、
天
子
（
皇
帝
）
の
舞
も
山
河
草
木
国
土
豊
か
に

千
代
萬
代
の
栄
え
を
祈
念
す
る
。
そ
し
て
や
が
て
天

子
は
御
輿
に
乗
り
長
生
殿
に
還
御
す
る
。

　

作
者
不
詳
。
演
能
の
古
記
録
は
な
い
が
、
風ふ

り
ゅ
う流
と

い
う
翁
に
付
随
す
る
芸
能
か
ら
派
生
し
た
も
の
と
も

考
え
ら
れ
、
そ
の
起
源
は
か
な
り
古
い
も
の
の
よ
う
に

思
わ
れ
る
。

狂
言
…
雷
（
か
み
な
り
）

　

藪
医
者
が
都
で
は
誰
も
治
療
に
来
て
く
れ
な
い
の

で
東
国
で
ひ
と
稼
ぎ
し
よ
う
と
武
蔵
野
に
や
っ
て
来
る

と
、
広
い
野
原
で
雷
に
見
舞
わ
れ
る
。
逃
げ
ま
ど
っ
て

い
る
と
雷
が
現
れ
て
、
地
上
に
落
ち
た
際
に
腰
を
痛

め
た
の
で
治
療
す
る
よ
う
に
頼
む
。
藪
医
者
と
名
乗

り
な
が
ら
ひ
と
か
ど
の
治
療
を
施
し
、
鍼
治
療
に
至
っ

て
は
鬼
の
よ
う
な
雷
を
叱
り
つ
け
る
有
様
。
治
療
代

ま
で
要
求
し
、
と
う
と
う
末
代
ま
で
の
庇
護
を
約
束

さ
せ
て
し
ま
う
。

仕
舞

兼
平
（
か
ね
ひ
ら
）

　

今
井
四
郎
兼
平
は
木
曽
義
仲
の
乳
兄
弟
で
あ
り
、

巴
御
前
の
兄
に
あ
た
る
。
粟
津
の
合
戦
の
最
中
、
主

君
義
仲
の
討
死
を
知
り
、
馬
上
で
太
刀
を
呑
む
よ
う

に
咥
え
て
頭
か
ら
落
ち
て
自
害
す
る
。
無
骨
な
男
の

壮
絶
な
最
期
を
描
く
。

隅
田
川
（
す
み
だ
が
わ
）

　

人
買
い
に
掠
わ
れ
た
我
が
子
を
探
し
て
、
東
国
の
果

て
の
隅
田
川
ま
で
や
っ
て
来
た
狂
女
は
、
渡
し
舟
に
乗

ろ
う
と
し
て
自
分
の
身
の
上
と
、
伊
勢
物
語
の
故
事

に
言
寄
せ
て
渡
し
守
に
強
く
訴
え
る
。

邯
鄲 

楽
ア
ト
（
か
ん
た
ん 

が
く
あ
と
）

　
一
炊
の
夢
の
故
事
に
知
ら
れ
る
物
語
。
邯
鄲
の
里
の

宿
で
仙
人
の
枕
に
眠
っ
た
盧ろ

せ
い生
は
、
夢
で
楚
国
の
皇
帝

と
な
り
栄
華
を
極
め
て
い
る
。
そ
の
絶
頂
の
日
々
は

次
第
に
早
送
り
の
よ
う
に
流
れ
、
五
十
年
が
瞬
く

間
に
過
ぎ
て
目
が
覚
め
る
。

能
…
藤
（
ふ
じ
）

　

万
葉
集
に
あ
る
、
大
伴
家
持
と
共
に
越
中
の
国

多
怙
の
浦
を
訪
ず
れ
た
縄
麻
呂
（
な
わ
ま
ろ
：
謡

で
は
ツ
ナ
マ
ロ
）
が
詠
ん
だ
「
多
怙
の
浦
底
さ
え
見

ゆ
る
藤
波
を
か
ざ
し
て
行
か
ん
見
ぬ
人
の
た
め
」
と

い
う
歌
は
、
和
漢
朗
詠
集
に
も
採
ら
れ
て
良
く
知

ら
れ
て
い
た
ら
し
い
。
本
曲
は
こ
の
歌
を
た
よ
り
に

藤
の
花
の
精
を
登
場
さ
せ
て
、
夏
へ
移
り
行
く
春
の

名
残
り
を
描
い
て
い
る
。

　

都
の
僧
（
ワ
キ
）
が
加
賀
の
国
か
ら
善
光
寺
詣

を
思
い
立
つ
。
多
怙
の
浦
に
行
き
か
か
り
見
事
な
藤

に
見
惚
れ
て
、
思
わ
ず
「
お
の
が
波
に
同
じ
末
葉
の

萎
れ
け
り
藤
咲
く
多
怙
の
う
ら
め
し
の
身
ぞ
」【
新

古
今
集 

慈
円
の
歌
】
と
い
う
歌
を
口
ず
さ
む
と
、

ど
こ
か
ら
と
も
な
く
現
わ
れ
た
女（
前
シ
テ
）が「
自

分
と
同
じ
よ
う
な
零
落
の
身
」
と
藤
を
落
し
め
る

よ
う
な
歌
を
詠
ん
だ
こ
と
を
咎
め
た
て
る
。
女
は

せ
め
て
「
多
怙
の
浦
や
汀
の
藤
の
咲
き
し
よ
り
波
の

花
さ
え
色
に
出
で
つ
つ
」【
続
後
拾
遺
集 

藤
原
房
実

の
歌
】
の
歌
あ
た
り
を
詠
む
な
ら
と
も
か
く
、「
同

じ
末
葉
の
萎
れ
ぬ
る
」
な
ど
と
詠
む
の
は
あ
ま
り

に
風
雅
に
遠
く
て
花
が
可
哀
想
だ
と
僧
を
難
じ
る
。

さ
ら
に
縄
麻
呂
の
歌
ま
で
引
く
の
で
、
そ
の
教
養
に

驚
い
た
僧
が
誰
何
す
る
と
藤
の
花
の
精
だ
と
答
え
て

姿
を
消
す
。

　

入
れ
代
り
に
現
れ
た
所
の
者
（
間
狂
言
）
に
藤

の
花
の
由
来
を
尋
ね
る
と
、
家
持
が
「
藤
波
の
影

な
る
海
の
底
清
み
し
づ
く
石
を
も
玉
と
ぞ
わ
が
見

る
」
と
詠
み
そ
の
返
歌
に
縄
麻
呂
が
「
多
怙
の
浦

底
さ
え
見
る
ゆ
る
…
」
と
詠
ん
だ
事
な
ど
を
語
っ
て

聞
か
せ
る
。

　

そ
の
夜
僧
は
そ
の
場
所
で
読
経
す
る
が
、
鳥
が

不
穏
に
鳴
き
、
春
の
強
風
に
波
音
も
凄
く
て
眠
る

こ
と
が
出
来
な
い
で
い
る
と
、藤
の
花
の
精（
後
シ
テ
）

が
現
わ
れ
る
。
妙
法
華
経
の
功
徳
に
よ
り
変
化
自

在
の
菩
薩
と
な
り
得
た
こ
と
を
喜
び
、
歌
舞
を
な

し
て
僧
を
も
て
な
し
た
。
春
の
過
ぎ
る
の
を
惜
し
み

藤
咲
く
多
怙
の
浦
の
美
し
さ
を
讃
え
る
曲
舞
の一
節

は
、
春
夏
秋
冬
の
移
り
行
き
の
中
で
特
に
春
か
ら

夏
へ
か
け
て
盛
り
の
藤
の
花
に
朝
霞
の
か
か
る
美
し

さ
、
そ
の
紫
の
色
の
深
さ
を
謡
い
、
続
い
て
笛
の
音

に
導
か
れ
る
序
之
舞
と
な
る
。
再
び
謡
が
始
ま
る

と
舞
姫
の
美
し
さ
は
千
代
の
栄
え
を
祝
う
松
に
よ
っ

て
一層
引
き
立
ち
、
柳
や
梅
を
表
す
音
曲
ま
で
尽
し

て
月
に
紫
の
羽
袖
を
翻
す
と
見
え
て
姿
を
消
す
。

令和3年度  第2回例会  9月19日（日）
能… 千手 Senju…………………… 中所　…宜夫
能… 鵜飼 Ukai… ………………… 桑田…　貴志

附
祝
言

【
休
憩
二
十
分
】

【
休
憩 

十
五
分
】

【
終
了
予
定 

午
後
四
時
十
五
分
】

許
可
の
な
い
録
音
、
撮
影
は
一
切
禁
止
で
す
。
携
帯
電
話
は
電
源
か
ら
お
切
り
下
さ
い
。

演
能
や
他
の
お
客
様
の
迷
惑
と
な
る
行
為
は
ご
遠
慮
願
い
ま
す
。
場
合
に
よ
っ
て
は
退
場
頂
く
事
も
ご
ざ
い
ま
す
の
で
ご
了
承
下
さ
い
。
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